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我々は、次世代の X 線天文衛星の搭載に向けて、SOI 技術を用いたイベント駆動型ピクセル検出器「XRPIX」
を開発している。XRPIX は、各ピクセルに閾値回路を備えている。これによりXRPIXは高い時間分解能 (数 µs)
を実現する。さらに，入射方向を制限するようにシンチレータで囲む配置にしたカメラシステムを用いることで、
反同時計測を行い、X線による信号だけを選択的に読み出すことが可能になり、広いエネルギー帯域 (0.5−40 keV)
で低バックグランドの観測が可能になる。
先行研究により、SPring-8において XRPIX1bに対し、ビームサイズを Φ=10 µmに絞った 8 keV と 18 keV

のX線を素子の表面側から照射し、ピクセル中心部に比べ、境界付近で検出効率が相対的に低いことが分かった。
これは、ピクセル回路の配置によるセンサ内部の電場構造への影響が原因と考えられるため、ピクセル回路の配
置を変更した素子を作成した。
本研究では、ピクセル回路の配置を改良した素子であるXRPIX3bに対し、KEK-PFにおいてビームサイズを

Φ=4 µmに絞った 2− 5 keVのX線ビームを、裏面側から 6 µmピッチで照射し、サブピクセルの相対検出効率
の評価実験を行った。その結果、ピクセル境界付近の電荷収集効率が改善されていること、相対検出効率では最
大で約 30％以内で一様であることが分かった。本講演ではその詳細について報告する。


